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成
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度
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文
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'マ
J
/

文
教
大
学

〔
山
間
究
発
表
)

「
作
詩
十
法
」
の

つ
い
て

文

教

大

学

舟

部

淑

子

氏

一
、
文
学
作
品
の
具
現
化
と
「
桃
花
源
記
」
に
恭
づ
く
文
化
景
観

東
京
都
立
大
腕
小
林
佳
地
氏

一
、
一
福
建
浦
城
方
一
一
一
一
同
の
程
度
表
現
に
つ
い
て
文

教

大

学

忠

霊

東

氏

一
、
ヴ
ァ
!
チ
ャ
ル
ラ

i
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
マ
ル
チ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ

I
r
J
¥
C
1
2
3
F
 

射
や
鳴
い
い
い

高
J

湾
出
リ
子

t

i
-
-，
け
ロ
イ
耳

e
v
!〆

一
、
天
人
之
分
と
天
命

梅
花
女
子
大
学

菅
本

大

一、

の
「
非
心
し
み
」
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授

青
木

五
郎
氏

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)

公
正
を
読
み
な
お
す

l
i
j
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
執
に
i
i
i

司
会
者

筑
波
大
学

星
陵
高
等
学
校

大
東
文
化
大
学

三
お
と
と

E
た、

双
司
一
羽

γ
Jノ
λ
?
吠ノ

坂門小向
!コ)]島出 j尽き

成
美
氏

寅
峡
氏

康
文
氏

一
一
樹
氏

〔
総
会
〕

向
鵠
部
会
長
一

開
会
の
辞

議
長
選
出

会
長
挨
拶

高
橋
会
長

小
出
貰
峡
氏
を
議
長
に
選
出

刊
同
J

汁、
7h 
i
 

小
松
委
員

安
藤
委
員

大
上
委
員

大
塚
委
員

(5ヲ)

じ
、
s
s
t
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(
1
)
総
務
委
員
会

(
2
)
企
臨
委
員
会

(3)
編
集
委
員
会

(
4
)
会
計
委
員
会

義
事

(
l
)
平
成
十
四
年
度
決
算

(
2
)
平
成
十
五
年
度
予
算

六
、
会
長
選
挙
向
嶋
成
美
氏
を
会
長
に
選
出

七
、
理
事
選
挙

棺
原
茂
、
青
木
五
部
、
安
藤
信
康
、
上
田
武
、
大
上
正
美
、
大

塚
秀
明
、
加
藤
敏
、
後
藤
秋
正
、
小
松
建
男
、
桜
田
芳
樹
、
{
同

大
塚
委
員

大
塚
委
員



井
啓
介
、
高
椋
均
、
沼
口
勝
、
堀
地
信
夫
、
松
本
肇
の
十
五
名

を
理
事
に
選
出
。

八
、
閉
会
の
辞

平 O
j戎

j英 十月
文五例
教年会
材五
と月
し十
て E3
の(

筑
波
大
学
学
校
教
育
部

向
嶋
副
会
長

筑
波
大
学
大
学
院
滝

「
妙
徳
先
生
伝
」
と
陶
淵
明
「
五
柳
先
生
伝
」

1
1
1沈

約

い

の

文

脈

に

お

け

る

意

味

の

変

容

1

1

青
山
学
院
大
学
大
学
院
希
代
麻
世
子
氏

j或

):j 
八
日
於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部

、
陶
淵
明
の
勧
農
詩
と
農
家
患
想

Y3 

於 H

愛
美
氏

武

筑
波
大
学
学
校
教
育
部

、
映
一
削
が
モ
ダ
ン
に
な
る
ま
で
酪
織
の
都
市
文
化
と
中
部
電
影
の

h
J
N
、
汁
吋
ぺ

J
円
円
円
J

A
W
A
N
刈
州
ソ
:
作
州

文
教
大
学

コ4
十

γ

〆
ト
ト
斗
ナ
4

欠
3
¥
i
'

乙、

一ptノ
j
n
L
r

平
成
十
六
年
三
月
七
百

於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部

一
、
主
維
に
お
け
る
自
然
詠
法
の
一
考
察

筑

波

大

学

大

学

段

蔚

藤

総

氏

一
、
最
近
の
中
間
図
書
館
事
情

l
i北
京
図
書
館
、
中
国
国
家
間
掛
一
一
四

館
を
中
心
に

文
教
大
学

F可
J 11 

修
一
一
一
氏

平
成
十
五
・
十
六
年
度
役
員

会

長

向

鵠

F

成
美

副
会
長

(60) 

氏

柏

原

茂

、

上

部

武

、

大

久

保

陸

部

、

甲

斐

勝

一

一

、

加
藤
輩
、
北
村
良
和
、
後
藤
秋
正
、
桜
問
芳
樹
、
高
木
重
俊
、

高
橋
明
部
、
高
犠
均
、
谷
口
医
、
谷
口
真
由
実
、
田
部
井
文
雄
、

沼
口
勝
、
間
嶋
潤
一
、
村
田
和
弘
、
切
一
一
一
月
真
澄
、

鷲
野
正
明

向
井
啓
介

、
佐
治
俊
彦
、
佐
藤
一
樹
、
高
橋
市
利
子
、



中
村
俊
虫
、
抑
制
池
信
夫
、

編
集
委
員
会

安
藤
信
表
(
常
任
理
事
)
、
時
川
川
修
三
、
加
藤
敏
、

'
i
J
j
;
f
J
i
h
i
J
1
:
;
;
;
 

反
]
嶋
一
一
封
、
時

fjL?t子
、
公
寸
J

作文皆、

J1J，

1
6
一
:
ふ
f
b
4訂
作
ノ
|
一
三
つ

d
q
i
h
J
4
:
1
q
f
l
i
d
-

会
計
委
員
会
大
塚
秀
明
(
常
任
理
事
)
、
佐
々
木
動
人

会
計
監
査
清
水
智
恵
、
伊
原
大
策

咋
事
化
誕
百
へ
昔
、
問
寸
論
、

U

・4
K
1
1
A

〆

s
t
L
T
M

ノ
Z
A
i
t
A
B
ι
S
1
1
々
2
甲南

Z
ド

i
j

G
E
予
J
J
I
H
"
に

;
L
Jヘミ〈子品、

判
m昨
日
以
叶
4

・
1

ち
オ
，
戸
汚

波
辺
雅
之

河
内
利
治
、

住
所
、
勤
務
先
等
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
(
〒

ω82mw印
、
吋
同

茨
城
県
つ
J

一i
…
!
っ
筑
波
大
学
人
文
社
会
研

究

科

文

芸

・

)

宛

御

一

報

下

さ

い

。

(61) 



中
国
文
化
学
会
会
期

第
一
条
(
名
称
)
本
会
は
中
間
文
化
学
会
と
称
す
る
作

第
，
ぷ
ボ
(
目
的
)
本
会
は
中
部
文
化
及
び
諜
文
学
の
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く
教

育
へ
の
寄
手
を
も
っ
て
詩
的
と
す
る
。

第
二
《
条
(
事
業
}
本
会
は
以
下
の
諸
事
業
を
行
、
つ
勺

ア

大

会

年

一

一

門

イ

例

会

年

数

的

今

ウ
会
報
山
中
間
文
化
い
の
発
行
勺
エ
会
員
名
簿
の
発
行
ろ

オ
そ
の
地
、
本
会
の
日
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た

ぷ
払
イ
ら
、
。

湯
サ
4
h
叶

第
問
条
(
合
同
県
〕
本
会
は
、
本
会
の
趣
需
に
賛
同
す
る
細
入
、
法
人
、
間
体
の

会
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の

2

本
会
に
入
会
を
希
知
れ
す
る
も
の
は
、
会
員
…
名
の
推
務
に
よ
り
理
事

会
の
本
認
を
経
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
今

3

会
員
は
第
三
条
に
い
う
諸
事
業
に
参
加
し
、
刊
行
物
の
頒
布
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
η

ま
た
、
役
員
選
挙
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
持

つつ

4

会
民
は
本
会
期
に
定
め
る
会
裂
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行

第
五
久
木
戸
役
け
れ
)
本
会
に
以
下
の
役
m
伐
を
積
/
・
1
h

役
良
の
任
期
は
二
年
と
し
、

再
任
を
肪
げ
な
い
η

ア
会
長
一
名
門
会
長
は
総
会
で
選
出
さ
れ
る
の
会
長
は
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
べ
る
今

副
会
長
本
会
に
副
会
長
一
名
ま
た
は
-
ギ
?
乞

mm
く
こ
と
が
で
き

る
の
副
会
長
は
理
事
会
の
議
を
経
て
会
長
が
委
嘱
す
る
均
副
会
長

は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行

す
る
η

判
事
十
冗
名
内
判
事
は
総
会
で
選
出
す
る
角
会
長
は
制
州
事
会
が

必
要
と
認
め
た
場
合
、
総
会
で
選
出
さ
れ
た
規
事
以
外
に
理
事
許

干
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
ヘ

常
務
川
州
事
松
下
名
ヮ
常
務
制
州
事
は
弾
事
の
中
か
ら
い
九
選
に
よ
り

選
出
す
る
。

イr'J 与3二

第
六
条
(
総
会
)
総
会
は
本
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
、
会
長
が
招
集
し
、

毎
年
一
間
関
保
さ
れ
る
ゥ

第
七
条
(
理
事
会
)
理
事
会
は
会
長
が
招
集
し
、
会
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

第
八
条
A

常
務
理
事
会
)
'
一
本
会
の
日
常
会
務
を
執
行
す
る
た
め
に
常
務
理
事
会

を
置
く
字
常
務
理
事
会
は
会
長
、
副
会
長
、
営
務
理
事
を
も
っ
て
構

成
す
る
ゥ

第
九
条
(
委
員
会
)
常
務
理
事
は
以
下
の
委
員
会
に
属
し
、
会
務
を
分
担
す
る
。

ア

総

務

委

員

会

イ

企

蹄

委

員

会

ウ

編

集

委

員

会

工

会

計

委

員

会

第
十
条
(
会
計
監
査
委
員
)
会
計
掠
査
一
委
員
は
毎
年
一
臨
本
会
の
経
理
念
般
を

監
査
し
ろ
そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告
す
る
。
会
計
監
査
委
員
は
理
事

以
外
の
会
員
の
や
か
ら
会
長
が
委
概
す
る
c

第
十
一
条
(
選
挙
管
理
委
員
)
選
挙
管
理
委
員
は
二
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
会
長

と
理
事
の
改
選
を
実
施
し
、
そ
の
事
務
を
取
り
扱
う
っ

第
ト
…
一
条
三
以
外
川
)
本
会
の
諸
事
業
に
嬰
す
る
経
費
は
会
員
の
納
入
す
る
年
会

資
及
び
寄
付
金
な
ど
で
鮪
わ
れ
る
の

2

年
会
出
以
内
、

C
C
O月
と
す
る
3

3

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
間
丹
一
日
に
始
ま
り
、
袈
年
一
一
一
月
一
二
十
一

日
を
も
っ
て
終
わ
る
。

第
十
三
条
(
改
定
)
本
会
別
の
改
定
は
、
理
事
会
の
発
議
に
よ
り
、
総
会
出
席

者
の
過
半
数
の
間
意
を
得
て
行
う
9

{
付
期
〕

i

本
会
期
は
…
九
九
七
年
(
平
成
九
年
)
六
月
二
十
八
日
か
ら
大
塚

撰
文
学
会
会
期
に
代
っ
て
発
効
す
る
つ

二
C
C
一
年
{
千
成
十
一
二
年
〉
六
月
一
一
ト
.
づ
日
改
正
っ

本
会
の
事
務
所
を
匂
分
の
関
筑
波
大
学
文
芸
一
言
語
学
系
中
間
文

学
研
究
宅
に
龍
一
く
ち

(62) 

之

(
了
解
〕
「
理
事
の
選
出
、
委
嘱
、
常
務
理
事
の
在
選
に
関
し
て
)

理
事
会
は
可
能
な
限
ー
っ
全
開
各
地
ば
一
か
ら
選
出
の
恕
事
を
含
め
て
構
成
し
、

常
務
時
事
会
は
実
務
相
匂
に
便
宜
な
地
域
に
居
住
す
る
理
事
で
構
成
す
る
ろ



「中国文化j投稿規定

〈応募資格など〉

1 li11詞丈化学会会民に IU~ る n

2 応募)JJ(11l:j は、未公l~m のものに i現る今ただし、 r<1 [jliで発表しこれを初めて論文にまとめ

たものは'受理するの

(原稿枚数など)

3 1.京稿は校 If !lキに JJI1';j~:を要しない完令聞稿とするつ

4 1J京都枚数は、本文を注、 i支1)坂などをあわせて、枚数を厳守するう原稿は論文について

は400字詰め:301女以内、1iJ1・'11:ノートについては400字詰め20枚以内とする今 i主も原稿用

紙 lマス仁 l字をiはめるつ(ワープロ能mの場合、縦書きは26字 x21行で23枚以内と
し、相長:きは:35字x33i:j-で11枚以内とするつ}

5 1叉11坂を必要とする場合、占有i信頼半ページ分を550宇として換算する今 1%1)医療稿はその

まま版下として使用できる鮮!明なものとし、掲載希望の縦'棋の寸法を明示する勺表

についても、掲戴希塑の縦:・績の寸法を明;J~する。

〈体裁・表記など〉

6 原稿は縦書き・犠告:きのいずれでもよし匂

7 原稿は常用 i*~宇を j京現 IJ とする。 IE漢字・鮪体宇:などをmいる場合は i守山こ注意する。

0) '31m丈など必要館所をiEi英字で表記する場合は、原稿提出11寺において表記が完

jまされていること内(正漢字街月?を必ず、マーカーなどでマークすることっ)

(21 引用文など必要鯖所を街体字で表記する場合かはこj可じち

(3i とくにワ_.-プロ原稿の場合、上記の点に留意することう引用部分が手書きにな

っても長し支えないう

8 小i対話のローマ71表記{立、議諾併出rJJ・案によるつ視し、特殊な綴りで通用している関

千子字i認や、本人が円分の名前に{吏)唱している殺りについては、その使用も認めるつま

た、 114:-:1，告のローマ字表記は、ヘボン式の能j有を原則とする作

〈原犠提出〉

9 (1)締切n:2月末{厳守すること)

(2) 提出先:子305-8571 茨城県つくば市天王台ト1-1

筑波大学文芸言語学系!大J(小松研究窓気付):中間文化学会

(3) 原稿は必ず者器じよ 1)上ftCに郵送するものとし、 2月末日までの消印のあるも

のを有効とするの

(4.) j志幕時に、原稿以外に複写コピー 2音1$を用意し、合わせて針。3苦JSを提出する 3

{事故に備え、提出前にあらかじめ自家用のコピーを必ず作成しておくことJ

〈審査}

10 採討については、編集委員会が委慨した査読委員の報告を受けて、編集委員会で決?定

し、 3月末日までに連絡する。

〈抜制ほか〉

II 論文t笥載常には、掲載言き 3 苦15および1友~n1J20音jS をl!首来する今
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